
『新時代～変わりゆく訪問看護のカタチ～』

ZOOMウェビナー配信研修第3回　学術集会のご案内

演題　 
新卒枠：パーキンソン病高齢女性に対する生活リハビリステーションと疾患の支援 

ハピネス訪問看護ST（大阪市南） 
1.倫理カンファレンスを通じた新人訪問看護師の気づき 

つばい訪問看護ST（大阪市東） 
2.ビジネスチャットを用いた緩和ケアカンファレンスの取り組みとその効果 

ななーる訪問看護ST（豊能） 
3.在宅における特定行為実践の効果～利用者・家族の受信負担の軽減～ 

 訪問看護ST愛仁会高槻（三島） 
4.バルンカテーテルの閉塞を繰り返し精神面にまで影響した利用者への対応～看護•介携の連携支援を通して～ 

青山第二病院訪問看護ST（南河内） 
5.多職種連携による支援体制の再構築にて在宅生活の継続に繋がった事例 

訪問看護STシルバー（中河内） 
6.声を失い、さらに家族を失ったことにより、抑うつ状態となった患者との人間関係構築までの過程を振り返る 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ペプロウの看護倫理を用いて～ 

ベルシャンテ訪問看護ST（堺市） 
7.精神科領域の利用者に対する内服、受診行動継続への支援～自分なりのルールを尊重した関わり～ 

高槻うの花訪問看護ST（三島） 
8.末期心不全療養者の在宅看取りにおける家族の不安に対する看護ケア 

ななーる訪問看護ST（豊能） 
9.デスカンファレンスから遺族の課題を見出し新たな支援へ取り組んだ一事例 

つばい訪問看護ST（大阪市東） 
10.腰椎転移・両下肢麻痺の利用者が、トイレで自力排便できるまでの関わりを振り返る 

刀根山訪問看護ST（豊能） 
11.せん妄出現により在宅療養継続に対して気持ちが揺れた家族への支援 
                                                   ～本人•家族の希望通り自宅で最期を迎えた事例を通して～ 

よどきり訪問看護ST新大阪（大阪市北） 
12.人生の最期に寄り添うケアの在り方～在宅で穏やかに最期を迎えた利用者とその家族への関わりを振り返って～ 

きつこう会多根訪問看護ST（大阪市西） 
13.「生きる」を支える訪問看護師の役割 ～ACPアプローチの必要性～ 

ベルアンサンブル訪問看護ST（堺市）

開催 : 2021年11月28日(日) 13:00~16:15 
 　　  ➡対象：訪問看護ステーション/300名 
　　   ➡参加費：会員：2,200円/１事業所（複数名参加可）　　非会員：2,200円/１名 
　　   ➡申し込み〆切：11月18日　 
当日プログラム　 
座長　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　コメンテーター 
優訪問看護ST 　　　管理者　浅田　久美　　　　　　 大阪市立大学大学院看護学研究科 医学部看護学科 　　　　　　　
訪問看護STうさぎ　 管理者　坂本　洋子　     　　　  在宅看護学領域　教授　　　河野　あゆみ　先生

新型コロナウイルス感染症が拡大する中、医療施設から在宅医療への移行がすすんでいます。 
日々の看護実践の一つ一つを振り返り、訪問看護師の経験を府内全体の経験値とするために、こ
の学術集会があります。ベテランから初任者に至るまで、沢山の学びを得る機会となるでしょう。
多くの皆様の参加をお待ちしております。

申し込み方法　　 
　　　◎申し込みは、当会研修案内ページより　https://daihoukan.or.jp/ 
　　　◎入金確認後に、ご入力いただいたメールに、参加URL等をお送りします。 
　　　◎Wi-Fiやパケット状況の確認、端末のご確認をお願いします。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは事務局まで（06-6767-3800）




